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研究成果の概要（和文）：　本研究は、高齢期の認知症介護者が定期的な余暇活動を被介護者と共に自宅で行うことに
よる介護負担感、ストレスホルモンに与える影響を検討した。対象はアルツハイマー型認知症患者と高齢介護者をラン
ダムに分け、介入群には余暇活動プログラム(30分/3回/週)を被介護者と共同参加して行い、対照群は通常の介護を実
施した。倫理的な配慮を行った。
　介入群では介護負担感が有意に低下(p<0.05)、コントロールは介護負担感に有意な差がみられなかった。介入群、コ
ントロール群において、ストレスホルモンは統計的に有意な変化がみられなかった。定期的な余暇活動が認知症介護者
の介護負担感の低下に効果があることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We examined the effects of periodic leisure activities performed by caregivers of 
dementia patients with care recipients at home on perceived care burden and levels of stress hormones. Sub
jects were Alzheimer's dementia patients and elderly caregivers. Subjects were separated randomly into int
ervention and control groups. The intervention group underwent a leisure activity program (30 min/3 times/
week) with the care recipient, and the control group underwent normal care activities. Ethical considerati
ons were made to ensure that participation in this study.
The Zarit Burden Interview score, an objective indicator of care burden, significantly decreased after int
ervention in the intervention group (p<0.05), but no difference was observed in the control group. No sign
ificant changes were observed in stress hormones levels in the intervention and control groups. Our findin
gs suggest that periodic leisure activities can reduce perceived care burden among caregivers of dementia 
patients.
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１．研究開始当初の背景 
認知症介護者は他の疾患の介護者と比べ

ると被介護者の症状により精神的な負担が

大きい 1)。また、認知症介護者は高血圧 2)や

虚血性心疾患を発症しやすいこと 3)、死亡率

が高いこと 4)も報告されている。血管病変の

高率な発症については様々な要因が考えら

れるが、その機序の１つとして、認知症介護

者では非介護者よりも血液凝固能が高いと

いう報告があり 5)、その要因として介護に伴

う精神的なストレスの関与が推察される。                   

我々は、高齢の認知症介護者の介護負担感

の重さが身体活動量の低下、特に、スポーツ

以外の身体活動としての余暇活動の量の低

下と関連することを明らかにした 6)。 

日本の高齢化は急速に進展し、核家族化の

さらなる進行に伴い、家庭内介護者としての

高齢者の介護負担感の増加は大きな社会的

問題である。高齢の介護者は、十分な休養を

とれず時間の余裕がないことが報告されて

おり、認知症介護者は見守りなどの介護に要

する時間が多いために、さらに余暇活動時間

が少なくなると推測される。そのために、認

知症介護者は定期的な余暇（以下、レジャー

とする）活動を行う機会を確保することが困

難となっている可能性がある。 

認知症介護者を対象にした余暇に関する

研究では、ダンス、レストラン、コンサート

等の外出などの様々な余暇に介護者・被介護

者が共同参加することにより、介護者の身体

症状やうつが改善した 7)。その他、余暇を行

うプログラムに参加したことにより介護者

と被介護者との関係性が改善された 8)。 

しかしながら、高齢の介護者では、運動に

制限があるような身体疾患を合併していた

り、運動器障害によって運動が制限される場

合も多い。より広い対象者の介護負担感の軽

減に寄与することを目的に、自宅で認知症介

護者の余暇活動量を増加できるプログラム

の開発が必要である。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、高齢の認知症介護者が定期

的な余暇活動により介護負担感が軽減し、介

護負担感による高血圧や虚血性心疾患に関

連するストレスホルモンが改善するかを検

証する。 

本研究において、何らかの活動制限があり

高齢の慢性期疾患を持つ介護者、余暇活動の

介入による介護負担感の軽減だけでなく、交

感/副交感神経系のバランスの改善が認知症

介護者の健康状態の維持増進、血管疾患の予

防、改善の一助になることができれば、その

社会的な貢献は計り知れないものと考えら

れる。 
 
３．研究の方法 
(1)対象者 

  老年内科専門医によって診断された 65 歳

から 80 歳までの DSM-Ⅳの診断基準に合致す

るアルツハイマー型老年認知症患者と同居

をしている介護者を対象とした。 

対象者は健康な介護者を対象としたが、医

療機関にて定期的に治療中でコントロール

が良い高血圧、糖尿病、脂質異常症などの慢

性期疾患がある者も対象に含めた。既往歴に

脳梗塞、心筋梗塞などの脳血管・心疾患、肝

疾患がある者は除外した。また、対象者は、

余暇活動を3カ月以上行っていない介護者と

した。除外基準として、余暇活動をすでに習

慣として週に1回以上行っている介護者は除

外した。 

(2)研究デザイン 

 対象者は、ランダムに介入群と対象群に分

け、介入群にはレジャー活動プログラム(30

分/3 回/週)を被介護者と共同参加して行い、

対象群は普段の生活通りに過ごしていただ

いた。本研究は、介入試験前、介入後 6ヶ月

の後述する主評価・副評価指標の変化を観察

し、レジャー活動が認知症介護者の介護負担

感の軽減に効果がある方法なのかを検証し

た。 



(3)介護者の測定因子と尺度 

  主評価指標は介護負担感尺度（Zarit 

Burden Interview; ZBI）を用いた。ZBI は、

22 項目の日本語版の質問用紙で、この尺度は

介護者が被介護者を自宅で介護するなかで

被った身体的負担、心理的負担、経済的な困

難などを総括して介護負担として点数化を

するものである。副評価指標として血中カテ

コラミン３分画（アドレナリン・ノルアドレ

ナリン・ドーパミン）、コルチゾール、アル

ドステロン、レニンを測定した。これらの内

分泌ホルモンは、概ね長期的に見れば高血圧

性疾患や虚血性心疾患に影響をする因子で

ある。本研究で用いた副評価指標は心理的ス

トレス、室温、体動、日内変動などにより変

動するため、データを採取する時は、心理的

ストレスや体動をさせないように一定の室

温で安静状態において採血をした。血漿コル

チゾール値の日内変動の影響を防ぐため各

回ともの採血をほぼ同時刻に実施した。 

身体活動総量を測定するために、高齢者に

対する日常生活活動量調査を用いた。この身

体活動総量は、家事スコア、スポーツスコア、

余暇スコアから構成されており、これらの合

計得点が高いほど身体活動量が高いことを

示す。身体活動総量の下位尺度である余暇活

動スコア分類の定義に従い、家事活動、スポ

ーツ活動以外の身体活動を余暇活動と定義

した。余暇活動の身体活動量は 1.5～2.5METs

の範囲内で、例えば、園芸・庭いじり、スケ

ッチ(絵を書く)、水彩画、書道、彫刻、歌を

歌う・カラオケ、楽器を弾く(カスタネット、

ハーモニカ等)、料理を作る（日常的なもの

を除く）、ものを作る（手芸・工芸等）、茶華

道などの中から介護者が継続して実施可能

な項目を選択する。 

  ランダムに割り振りをした後に、介入群に

割り振られた介護者には、ベースライン時に

こちらから提示をした余暇活動内容の中か

ら、対象者自身の生活の中で比較的に取り入

れやすく、被介護者と共に興味を持って、楽

しみながら継続できる余暇活動を選択し、決

定する。原則的に、それらの余暇活動の身体

活動量は 1.5～2.5METs の範囲内であり、そ

れと同様の活動強度であれば、提示した余暇

活動以外の活動でも良いこととする。 

 余暇活動に含めない活動として、読書、パ

ソコン操作、音楽鑑賞など、連続的な手指の

動作がみられず、数分間で一回の動作のみし

か得られず、身体活動量が極端に少ない活動

は含めないこととした。 

(4)認知症患者の尺度 

 認知症患者の認知機能を反映する簡易精

神機能評価として、日本語版 Mini-mental 

state examination (MMSE)を用いた。認知症

患者の問題行動の評価は、Neuropsychiatric 

Inventory (NPI)を用いて脳病変を有する患

者の精神病理学的症状の存在(認知症患者で

認められる広範囲の精神症状の頻度と重症

度)を調査した。10 症状の発生頻度と重症度

を質問形式で介護者に聞き取り調査をした。 

(5)統計的分析 

  統計的なデータは、SPSS ソフトウェア

(version 20.0)を用いて分析した。ベースラ

イン時の2群の背景の比較には独立したｔ検

定、介入群とコントロール群においてベース

ラインとの比較には、対応のあるｔ検定を行

った。いずれも 5％未満を有意差ありとした。 

(6)倫理的配慮 

本研究は臨床研究に関する名古屋大学医

学部生命倫理審査委員会にて承認され、書面

にて研究の同意を得ている。研究への参加の

自由など倫理的に十分な配慮を行った。 

 

４．研究成果 

  54 人の対象者のうち、2 人は登録を辞退、

10 人の対象者は脱落した。脱落の理由は、介

護生活に余裕がないため継続が不可能であ

ったためである。21 人は介入群で定期的な余

暇活動を実施、21 人はコントロール群に振り



分けられ、最終的に 42 人を対象に研究を実

施した。 

 ベースライン時の対象者の背景を示す。対

象者の平均年齢±SD は、75.0±4.7、ZBI は

30.4±16.3、内分泌ホルモンであるアドレナ

リンは 39.6±23.5、ノルアドレナリンは 617

±202.7、ドーパミンは 25.8±18.7、コルチ

ゾールは 10.8±3.1、アルドステロンは 96.2

±45.0、レニンは 29.7±82.8 であった。女

性が 59.5%で、慢性疾患の罹患率は、脂質異

常症（14.3％）、糖尿病（16.7％）、高血圧

（50.0％）の順に高率であった 2群間に統計

的に有意な差はみられなかった。 

 ベースラインからの変化した測定値を示

す。介入群では、介入前と比較して ZBI が有

意に低下したが（p<0.05）、コントロールに

おいては ZBI に有意な差がみられなかった。 

 内分泌ホルモンにおいては、介入群ではア

ドレナリン、ドーパミン、コルチゾールなど

の平均値が上昇したが、SBP・DBP ともに平均

値が低下、コントロール群では、すべての内

分泌ホルモンの平均値が低下していたが、介

入群、コントロール群においてアドレナリン、

ノルアドレナリン、ドーパミン、コルチゾー

ル、アルドステロンとレニン定量は統計的に

有意な差はみられなかった。 

アルツハイマー型老年認知症患者と同居

をしている介護者の介護負担感を軽減する

ために定期的な余暇活動が有効であること

を示した。介入内容として高齢の認知症介護

者の希望を取り入れ一定の身体活動量を増

加させる余暇活動を実施したプログラムは、

ZBIの改善や一時的にストレスに対する反応

を軽減させるなど精神面への効果があった。

本研究では、好きな余暇を選択して行うこと

により、自宅で自分の生活のペースに合わせ

て余暇活動を実施しやすく時間的な負担感

を軽減でき、余暇のスケジュールを計画する

楽しみ、余暇による快刺激、一時的に介護か

ら解放されること、楽しい時間を過ごすこと、

余暇活動による身体活動量の増加による気

分転換、意欲の向上、心の余裕を持つことが

できたのではないかと予測する。また、何ら

かの活動制限があり高齢の慢性期疾患を持

つ介護者、介護のために外出が困難な在宅介

護者のための介護負担感の軽減に大きな役

割を果たすことができるプログラムである

ことが示唆された。 

介入群の認知症患者の MMSE は有意な変

化を示していないが、MMSE は６ヶ月間低

下せずに維持していた。介護負担が軽減した

ことにより６ヶ月間の被介護者の MMSE の

悪化を抑制した可能性がある。被介護者が余

暇活動に関心を持ち余暇による学習効果が

得られたことにより介護負担感が軽減した

と考えられる。本研究により余暇活動が介護

負担感を軽減させることができたため、余暇

活動を楽しむ時間を介護者の生活に取り入

れることができるように教育的な関わりが

大切である。 

 介護負担感による精神的ストレスも何ら

かの疾患を発症するきっかけになっている

可能性があり、精神的ストレスを緩和するこ

とが必要である。一般的に、内分泌ホルモン

値が低下すれば、緊張がとれたということか

ら気分転換になり、介護によるストレスから

一時的に開放されたということになる。介入

内容として、対象者が選択した手芸・書道・

水墨画などの余暇活動を取り入れたため介

入内容を楽しんで行ったために交感神経系

の活動が亢進し、アドレナリン、ノルアドレ

ナリン、ドーパミンがより分泌された可能性

も考えられる。本研究では、ベースラインで

のアドレナリン、ノルアドレナリン、ドーパ

ミンの標準偏差値は統計的にばらつきがあ

り、データの間の個人差が大きかった。また、

採血を同時刻で行うようにしたが、介護者の

採血時のストレス、日常生活でのストレスの

変化、体調の変化が異なるためアドレナリン

などの分泌に違いが生じた可能性がある。こ



れらの分泌物は、ストレスにより分泌され変

動しやすく、不安定であり、日内変動が大き

い項目であり、経時的な測定による AUC

（Area Under Curve）測定などを用いた評

価が適切であった可能性も否定できない。ま

た、コルチゾール濃度は運動強度や運動時間

に比例して増加すると報告されている 9,10)。

介護で忙しい介護者にとって介入実施回数

や時間が多かった可能性があるため、介護と

介入内容との両立の難しさや身体活動量の

増加から高齢の介護者にとって身体的な負

担になった可能性がある。同様に、介入群、

コントロール群において、アルドステロンと

レニン定量も統計的に有意な差はみられな

かった。交感神経の興奮によってもレニン濃

度が増加し、アルドステロンが亢進したこと

が予測される。 

 本研究結果から、自宅ベースでの対象者が

選択した余暇活動内容、身体活動強度、回数

などの規定の活動プログラムを提供するこ

とにより、介入研究の質を維持できたと考え

る。今後は、介護による身体的な負担感を考

え、週に 2 回、20 分/回程度の自宅ベースで

定期的に実施可能なプログラムの開発が必

要である。 

 本研究の限界として、今回の血液検査の因

子は、日内変動が大きく、ストレスなどで影

響を受けやすい項目であり、データとして不

安定であり１日の変化量として測定するこ

とができず、個人差が大きいため、有意な結

果を得ることが難しかった。今後、血液検査

ではなく、１日の中での変動など他の方法を

用いてどのように影響するのか検討する必

要がある。また、サンプル数を増やし、検討

していくことが必要である。 

さらに、本活動プログラムの効果を正確に

評価するために長期的な追跡調査をする必

要がある。また、介護負担感の程度にあわせ

た活動プログラムの開発をする必要がある。 

最後に、本研究にご協力をいただいた研究

協力者の方々に感謝を申し上げます。また、

ご協力をいただいた患者様ならびにご家族

の方々に感謝いたします。 
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